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　 意 義

　 て 一

　 排卵周期確立過程に おける Melatcminの

一
特 に Estrogon，PrugeStcroncと の 関連 に お い

P − 76　　 月経周 期 の 変化に 伴 うヒ ト卵管組織内

マ ク ロ フ ァ
ージ の 細胞性格の 観察

高知医大

板東　尚，林　和俊，岡谷裕 二 ，相良祕輔

熊本大

末永義人，片渕秀隆 福松之 敦 ， 岡村 　均

（目的 ） Gonad［）tropin 分泌 に抑 制 的 に 作 用す る

Melat  in（M ）と思春期発来と の 関連が注 目され て

い る。我々 は M の 産生能は 思春期の 排卵周期確立

の 過程 で 大 きく変動す る こ とを明 らかにし報 告し

て き た 。そ こ で 、今同 M 産 生 能 に 及ぼす 卵巣 ス テ ロ

イ ドホル モ ン の 影響を卵 巣摘除（OX ），　 Estrogon（E〕，

ProgeSterone（P）負荷モ デルを用い て 検討した。　（方

法） 2 〜12週齢 の 雌 ラッ トを 用 い ，明 （21一目 時），

暗 （11−21 時）の 環境 ドで 飼育 した。OX は 6週 0 日

に行
：

い 】）vehicle ，2）P，200 μ g ，3）E1　benzoae （EB ）

0．Ll ，20 μ g を連 凵 皮下投与 し 8 週 0 日に 松果体

を採取した。松果体は middark の 16時 に 採取 し，M ，

norepinephrine （NE ），
　 Serot〔min （S）を 測定 した。　（成

績 ）Control（C ）群 で は M は 3 週 よ り膣 開 口 期 の 6週

（7，38 ± O．46ngtmg 　prot，以下 ng ／mgprot は 略） に向

けて 増量 し，排卵 周期確立過 程の 7 〜8 週 に 減 少

し 以後同
一一

レ ベ ル で あ っ た。OX 群 の 1）Vehicle（V ）

群 では，M は 13．03 ± 1．36 で C 群 に 比し著明 な増量

を示した。M 産生を刺激す る NE は C 群 と差はなか

っ た。M の 基質の S は 313，3± 345 で C 群 （1647 ±

18．9）に 比 し有意 の 高値 を 示 した。2＞ P 群 で は M ，

NE ，　S は V 群 と同
一ニ

レベ ル で あ っ た。3）EB 群は，

M は O．1 μ g で は V 群と差はなく，120 μ g で 各々

S．81± O．70 ， 7．49 ± 0．45 と有意 に 減量 した。NE はい

ず れ の EB 群 も V 群 と差 は な く，　 S は O．1 μ g で V

群と同
一
レベ ル で あっ たが，1 μ g （166．7± 91D ，20

μ g （145．3± ll．8） で C 群 と同
一レ ベ ル まで 低下

し た。（結論）思春期の排卵周期確立 の過程 で減少

す る M の 産生能は，卵巣よ り分泌が増量する E に よ

り 強く調 節され て い る こ とが示 された。こ の E の 作

用 は NE 活性 を介さず，　 S 活性 を規制す る こ とがそ

の
．一一機序で ある こ と が示唆された。

［目的】 こ れま で に 詳 細 な報告 の み られ て い な い ヒ

ト卵管組織内に おけるマ ク ロ フ ァ
ージ（M φ）に っ

い て ，刀経周期に伴 う局在お よび数の 変化 ， そ の

細胞 性格に つ い て 検討 した．1方法］患者同意の下

に得 られ ， 正 常の 月 経周期を有する 30例の ヒ ト卵

管に つ い て ， 抗 ヒ トM φモ ノク ロ ー
ナ ル 抗体 PM −

1K （単球およびほ とん どの M φを認識）お よびPM −

2K （主 に組 織M φを認識）を用 い た avidin −　 biotin

peroXidase 　 complex 法 に よ る免疫組織化学的 な ら

び に超微形態学的検討を行っ た．［成績］卵管の 解

剖学的部位（峡部，膨大 部 ， 采部）にお ける陽性細

胞 数 の検討で は ，PM − 1K お よびPM − 2K 陽性細胞

は ，共に部位によ る差が認め られなか っ た．次に，

各々 の 月経周 期で 比較す ると，PM 一 ユK 陽 性細 胞

は増殖期に 比 べ ，月経期に増 加する傾向がみ られ，

さらに分泌期初期 ・中期では ， 有意に そ の 増加が

観察 され た（p ＜0．Ol）．し か し，　 PM − 2K 陽性細 胞

数 は 月経周期を通 じ て 少数で ， 差は認め られなか

っ た．超微形態学的に は ，分泌 期の M φは ， 細胞

質内に小型の ライ ソゾーム顆粒な ど細胞内小器官

の 発達が み られたが，空胞や食食顆粒は ほ とん ど

認 め られなか っ た．同時期の 卵管上皮下 間質 の lttL

管内に は単球 ・M φ系 の 細胞が著 しく増加 し て い

た．一方，月 経期の M φは偽足 を出し，細胞内小

器官が発達 し，様々 な形 状の 貪食顆粒や空 胞が特

徴的で あ っ た ．また ， こ の時期の 卵管平滑筋 細胞

は ， 増殖期に 比し て ，細胞質 内の フ ィ ラ メ ン トが

乏 しくなり， ライソゾ
ー

ム と判 断 され る顆粒や空

胞が出現 して い た．【結論］卵 管組織 内に は 細胞 性

格 の 異な る 2 種類 の M φ が月 経周 期の時期を異に

して 存在 し ， 各々 の 時 期の卵管の 生理機能 に 応じ

て 役割 を担 っ て い る可能性が 示 唆 された．
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